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の濃度のSM,KM, INAH, PAS, C'.S.を注入し，局



















































































































































支I 7, lQが太く短切されp 空泡内鏡面下に造影剤が滴
下せる如き像を認めた所から気管支と交通のある一部
肺臓変化と診定するも病歴，症伏からはレ線像に相当
する診断は下し得ぬまま開胸術を施行．ここに始めて
右真性食道裂口性横編膜ベルニアである事を知った．
肺薬との密な癒着を剥離し，内容たる胃底及び噴門を
還納，ヘルニア門を閉塞するも術後5日間で再発を認、
